
　甲南町の宮地区自治振興会では、今年4月から放課後子ども教室「さんみゃ」を開設しています。
小学校低学年の子どもたちが宿題をしたり、遊んだりしながら、上級生の下校を待つことができる
居場所です。

　低学年の子どもだけで下
校することへの不安や、「兄
弟姉妹で一緒に帰ってきて
ほしい」という保護者の声か
ら活動が始まりました。小学
校に隣接する自治振興会の
事務所を活用し、地域で子ど
もたちを見守っています。

　「さんみゃ」は、地域支援員をはじ
め、地域の皆さんの支えで運営され
ています。夏休みにも開所し、子ど
もたちが友だちと過ごせる居場所
になりました。＂地域の困りごとを地
域で受け止め、みんなで子どもたち
を見守る。＂そんな支え合いの輪が
「さんみゃ」から広がっています。

　２０年後の社会は、地域における支え合いの基盤となっていた
地縁・血縁・社縁といった繋がりが弱くなると言われています。
　このコラムではそんな未来を見据え、地域の困りごとを住民主体
で受け止めていく「芽吹き」とも言える活動を紹介します。

地域で見守る、こどもたちの放課後～放課後子ども教室「さんみゃ」～

活動のきっかけ 未来につながる活動
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▲多羅尾代官陣屋跡
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　月に１回～２回以上、空き家の様子を見に行き、
次のお手入れを実施しましょう！
★通　水・・・�数分間、水道の水を出しっぱなしに

する
★風通し・・・�家中の窓を開けて、３０分から１時間、

風を入れる
★郵便ポストのチェック
★外壁、屋根瓦などの状態チェック
★庭の草木の刈り取りなど

お手入れ方法

　家は人が住まなくなるとすぐに傷んでしまい
ます。今回は、空き家の日頃のお手入れ方法を
お伝えします。

　空き家の管理にお困りの方には、月に１回空き家
の管理を依頼できるJAこうかの「空き家・空き地の
巡回管理サービス」がオススメです。管理だけでな
く、草刈り単体の作業などについても相談できます
ので、ぜひご活用ください。
※�本サービスは甲
賀市のふるさと
納税のメニューに
もなっています。

時間が取れない方にオススメ！

JAの空き家管理サービス

ＪＡこうか　総務課（資産相談担当）　☎ ６２-２１８２問

詳しくはこちら
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